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令和４年５月２日発行  

  
日に日に汗ばむ季節となりました。新年度開始から１ヶ月が過ぎました。生徒の皆さんは新しい学校生活に慣れてきて、授業

にも部活動にも一生懸命取り組む様子がうかがえます。また時間割も決まり、本格的に授業も始まりました。連休を挟むことに
なりましたが、通常授業の時間やリズムをつかめるようにしましょう。他の人から急がされたり焦ったりすると精神的にも追い
詰められて周りが見えなくなってしまいます。各教科の予習・復習を計画的に行ったり、授業の教室移動などを効率的にできる
よう工夫したりするなど、先を見通した行動ができるようになると生活に余裕が出てきます。生活に余裕ができると周りが見え
てきます。細かいルールなどいろいろなことに気を配らなければならない時期です。計画的に活動ができるようにしましょう。
さて、１年生は４月２８日（木）から部活動に正式入部となりました。これからの活動に期待と不安をもっていると思います。
礼節を学び、心と体を鍛えることで一回りも二回りも成長してほしいと思います。また、上級生は後輩に助言することで上級生
としての自覚を高め、成長することを期待しています。 

☆５月の目標 

【１年生】 

１．進んできまりや約束を守ろう。 

〇あいさつ  〇服装・頭髪・身だしなみ  〇時刻  〇授業  〇交通ルール・感染症対策 

 

２．学校行事等に積極的に取り組もう。 

 〇学級活動  〇委員会活動  〇部活動  〇校外学習の計画 

 

【2,3年生】  

１．目標をもって、学習と行事に参加しよう。 

 〇学習習慣の確立（目標・計画・実行・反省・改善） 

 〇行事に向けた事前の準備（目標・計画・話合い） 

 

２．きまりよい生活をしよう。 

〇時刻を守り ･･･ 相手を尊重すること（自分が信用を積み重ねること） 

 〇場を浄め  ･･･ ①気付く人になれる ②心を磨く ③謙虚になれる 

④感動の心をはぐくむ  ⑤感謝の心がめばえる 

  〇礼を正す  ･･･ あいさつをすること・返事をすること 

            「あいさつの意味」 

 

＜あいさつ，ありがとう＞ 

 

毎日生活する中で、「あいさつ」は欠かせません。家の中では、家族と、家を出たら地域の人たちと、出かけたらその

場所にいる人たちと、学校では先生や友達、先輩や後輩と、「あいさつ」を交わします。「あいさつ」は人と人をつなぐた

め、心と心をつなぐために、とても大切な入口だと思います。勝田二中の誰もが「あいさつ」の大切さを実感し「いつでも

どこでも・誰とでも，そして何度でも」あいさつを交わせるようになることを切に願います。心の扉を開けるのは自分自身

です。お互いにあいさつを交わし、互いの心の扉を開けていきましょう。 



 


